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◎ デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

10 エレミヤ書２３ ローマ １ 十 ルカ １９：２８～４０
11 ２４ ２ 字 ルカ ２２：１ ～６
12 ２５ ３ 架 ルカ ２２：３９～４６
13 ２６ ４ 上 ルカ ２２：５４～６２
14 ２７ ５ の マルコ １３：２２～２６
15 ２８ ６ イ マルコ １４：２１～４１
16 ２９ ７ エ マルコ １５：４２～４７
17 ３０ ８ ス ヨハネ ２０：１ ～１６

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
誕 生 日(１２日 竹安 香姉）
受洗記念日(１０日 増田真砂姉)
召天記念日(１４日 廣田誠孝さん2005年)
①姫路あけぼの教会の救霊の御業が前進するために！
②客員の方々の教会生活の上に祝福を！
③藤野晶子姉の霊肉の健康と聖霊の満たしを！
④みたまキリスト教会(代務者・小林泰輔師）の上に神様
の祝福を！

◎復活祭礼拝 17日(日)午前10時 礼拝の際、転入式を行い
ます。復活祭献金を献げましょう。祝福を祈りましょう。

◎先週礼拝後、役員会を行い、下記の件が承認されました。
議案1：役員の役割の件（書記：藤野晶子姉、会計：中島
一栄姉、小松一代姉、高木喜美子姉）承認。2：書記、会
計、監事の働きの内容の確認。最後に杉崎幸子姉が転入の
意思表示をされ、全員、拍手を持って承認しました。感謝！

◎腰痛の小松一代姉、藤野晶子姉のため、また腕の痛みの弓
岡光子姉のため、入所中の梅崎洋子姉、郡 敏子姉、増田
真砂姉のため、覚えて祈りましょう。

◎土地購入献金 先週礼拝献金3,000円献げられ感謝します。
◎牧会短針 本日は「棕櫚の主日」です。今週は私たちのた
めに苦難を受けて下さった主イエス・キリスト様の受難週で
す。主イエス様は「ろばの子」に乗ってエルサレムに入城さ
れました。群衆は上着を敷き、棕梠の枝を振りながら「ホサ
ナ。祝福あれ。主の御名によって来られる方に」と歌声を上
げて主を迎えました。彼らはキリストをこの世の解放者とし
て迎えましたが、主イエス様は自ら十字架で死ぬことを覚悟
して入城されたのです。それはこの世のものでない御国をも
たらすためでした。この一週間、お互いにお言葉に聞いて主
イエス・キリスト様のみ足の跡を黙想しましょう。そして感
謝と喜びを持って復活の朝を迎えさせていただきましょう。
今週の牧師の予定 本日 曙町総会 14日 NPO法人兵庫共励会理事会

◎先週の報告 礼拝6名、聖餐式・役員会6名、子ども教会1＋4名
聖書の学び2名、ナルドの集い2＋4名
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◎今週の御言葉 「赦されたバラバ」（マルコの福音書15章
1～15節） 「それで、ピラトは群衆のきげんを
とろうと思い、バラバを釈放した。そして、イエスをむち打って後、十字架に
つけるようにと引き渡した」（15）。 仲森文穏牧師

○総督ピラトは、イエス様に死にあたる罪がないことを知っていました。
しかし、死刑を求める議会の要求にも応えたい。迷った彼は、祭りの度に
一人の囚人に恩赦を与えるという慣例を持ち出して、「ユダヤ人の王イ
エスの釈放か、それとも殺人強盗犯のバラバの釈放か」と群衆に問いま
した。そこで祭司長たちは群衆を扇動して、バラバに恩赦を、ナザレのイ
エスは処刑に、と言わせたのでした。マタイ２７章によると、この時ピラトが
「この人の血について、わたしには責任がない」と言うと、群衆が「その血
の責任は我々と子孫にある」と答えています。この言葉が、後のユダヤ人
迫害史の一因となった、と言われています。ユダヤ人にとって取り返しのつ
かない、しかし取り消したい最大の言葉でしょう。今日、使徒信条で「ポ
ンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け」と唱和されて、ピラトには不本意だろ
うと同情しますが、しかし、あの時ピラトは群衆におもねり、保身の道を選
び、イエス様の十字架刑を決定したのです。その責任はやはり大きいと
言わねばならないでしょう。
○イエス様の命と引き換えに、赦されるはずのないバラバが赦された、

と聖書は告げます。自分の中に赦される根拠が何もないけれど、赦され
て生かされている。思えば、私たちもあのバラバのような存在なのかもしれ
ません。
皆さんは、自分をいやな人間だと思ったことはないでしょうか。私はあり

ます。悪いことをしたかもしれない時に、言わなきゃ分からないというささや
きに甘えてしまった子ども時代の体験があります。高校生の時、太宰治
の「人間失格」を読み、「恥の多い生涯を送って来ました」という言葉に
妙に惹かれ、その単行本をずっとポケットに入れていました。その１，２年
後、教会に行くようになり、人はみな罪深い存在だと教えられた時、妙に
納得できてしまう自分がいました。バラバ同様、私にも「赦されて生きる」
ことを神様に要求できる資格などありません。ただ、主の十字架の恵み
によって、赦しの道が差し出され、「生きよ」と呼びかけていただいたので
す。私自身、イエス様によって救われたバラバのような人間の一人です。
伝説によれば、バラバは「死なない男」とあだ名されて生きていきます

が、残念なことに、イエス様の代わりに生きながらえたことを重荷に感じて
いくのです。でも、私は思います。重荷と感じるのではなく、恵みと受け止
めて生きる道を選びとっていかなければ、イエス様が悲しまれるだろう、と。
今日から、受難週が始まります。赦されたバラバとして、新しい命をどう

とらえ、どう用いていくか、今一度自分を見つめ直しつつ、この一週間を歩
む者でありたいと思います。 祈り。




